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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜実習関係＞

・PSW実習：7/13～7/28と8/5～8/20　それぞれ一名ずつ実習あり。
日　時：7月17日（火）16：30～17：00
場　所：病院２階　会議室
テーマ：精神科看護の基礎知識について 
対　象：看護　初級・中級者　　　　介護　初級・中級者　　　　新入職者
講　師：佐藤ＡＯＭ
日　時：7月22日（水）16：30～17：00
場　所：病院２階　会議室
テーマ：ＣＷ研修（職員負担の軽減及び処遇改善に関する体制計画）
対　象：全介護職員
講　師：古川ＪＧＭ
＜病棟カンファレンス参加について＞
・デイケア利用率向上を目的として情報収集の為に病棟カンファレンス（東病棟・西病棟・北病棟）に参加する。⇒毎週木曜日　13時～
＜防災委員会より＞
・8/21（金）青陽館避難訓練予定。

＜祝日プログラム＞
　デイケア　　　：7/23（木）外食　　7/24（金）昼食作り　　　　　　　
　デイナイトケア：7/23（木）クリームあんみつ　　7/24（金）ソフトクリーム

・納涼会　　　　　8/10（月）昼食：カレーライス　
イベント：流しそうめん・風鈴・うちわづくり等
・お盆　　　　　　8/13（木）スイカ割り
　　　　　　　　　8/14（金）変わり種かき氷
＜書類等の作成及び点検について＞

『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
・日向端　庸男様　　　・馬場　勝美様　　・小田　タネ様　　・七戸　康徳様　　　
・山地　広人様　　・高山　英佐様　　・松橋　駿様　　・田邊　廣二様
上記利用者様の担当スタッフは評価を行い、電子カルテにアップロードすること。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
　4月～6月日誌・電子カルテ
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢
＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア
・磯島　貴広様　～五福訪問看護師から情報提供あり。7/9中園クリニック受診し内服薬とインスリン注射処方となっている。やり方については本人理解し実施できている様子。現在多数の病院へ受診している事を理由にデイケアへは欠席している。しかし近隣のゲーム屋、八食等へ行っており浪費傾向見られる。母様の金銭をとる事もあり「今月分の小遣いを紛失したから足りなくて」と話す。振り返り行うが金銭管理の仕方や紛失等についての対策を立てることができずにいる。間食量も増えてきている為デイケアへ参加し生活リズムを整えるよう助言しているとの事。本日のデイケアも他科受診にて欠席となっている。

・中村　与一郎様～来所後すぐにスタッフに話し掛けがあり。就労先を辞めた事により、日中活動の場をグループホーム世話人と話し合ってきたと、今後は週5回、月～金までデイケアを利用するとの事。しばらくの間は体調を整える事に専念し仕事は焦らず探すと聞かれる。上記の情報を関係各所に情報提供している。

デイナイトケア
・古川　富蔵様～　青風荘から情報提供あり。蜂窩織炎より、左下肢脛に熱感、発赤はまだ見られるものの本日から来所再開である。青風荘からの依頼で、長座位で下肢を下げない様にして欲しいとの事である。本日のデイナイトケアでは、クーリングするように伝えると、「青風荘の人にも言われている」と説明した内容を力士ている様子が観察されているも、スタッフが様子を見に行くと椅子に座り、下肢を下げている様子が観察されている。
ショートケア

・岩渕　さおり様～八戸市立市民病院通院中の統合失調症　39歳　女性。訪問看護ステーション「五福」を利用しており、日中活動の場としてデイケアの勧めがあり、昨年の7月よりショートケアの見学・体験利用を繰り返していた。体験利用の回数を重ねる度に、自分から他利用者様に話し掛けて交流を持つ様子が見られている。運動療法に意欲的であり、体力維持、向上の為に本日よりショートケア開始となる。本日は定時に来所し、体験利用時に顔見知りになった他利用者様と穏やかにコミュニケーションを図っている。プログラムはエアロビに参加し、終了時間まで意慾的に身体を動かしている。

青明舎・グループホーム利用者様情報
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